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１．はじめに 

富⼭県⾼岡市には、⾼岡城を中⼼とした近世の都市構
造が今も残る。しかし家屋⾃体は明治中期頃までは⽕災
によって何度も焼失し、その度に更新が繰り返されたよ
うである。市内中⼼部は明治 33 年（1900）6 ⽉ 27 ⽇の
⼤⽕でほぼ全焼し、その復興にあたり⼟蔵造りの町並み
が形成されていった過程については、先⾏研究で明らか
にされている 1)。以後、⼤きな⽕災はなく、第⼆次世界
⼤戦中の空襲も免れた。 

ところで、⾼岡市内には、建物前⾯に銅板を張った古
い家屋が多く⾒受けられる（写真1〜8）。これらは⼟蔵
造りに⽐べて新しく、また裏通りに多いことから、既往
調査では殆ど注⽬されることはなかった。⾼岡市教育委
員会による町並み調査報告書でも、これらの銅板張り家
屋は「昭和戦後期から昭和 30 年代までに建築され」た
もので、「いわゆる「看板建築」」と記されるにとどま
り、積極的な評価や価値付けはなされていない 2)。 

しかしながら、筆者らのこれまでの調査によって、こ
うした銅板張り家屋が市内中⼼部だけでも 300 件近く残
ることが明らかとなり、⾼岡の歴史的町並みを特徴付け
る⼀つの重要な要素といえそうである。その分布と類型
については別稿に譲り 3)、本稿では、これらの建築史的
意義について考察したい。 
 
２．「看板建築」とは何か 

上述のように、銅板張り家屋に関する現在の認識は、
⼀般に「看板建築」の域を出ず、それは⾼岡についても
同様である。そこで、改めて「看板建築」とは何かを振
り返ってみたい。 

この呼称の⽣みの親である藤森照信⽒によれば、「看
板建築」とは、東京建築探偵団の活動の中で「たまたま
出会った⼀群の建築形式」であり、堀勇良⽒とともに、
この呼び名を考案し、昭和 50 年（1975）10 ⽉ 11 ⽇に
⽇本建築学会⼤会の席上で発表したとのことである 4)。
その著作でも詳しい定義は⽰されないが、当時、すなわ
ち今から 50 年程前の東京の随所で観察された⽊造⼆、
三階建ての商店建築（店舗併⽤型住宅）で、ファサード
が看板のようにデザインされたものを指すことがわか

る。すでに広く浸透した呼称である反⾯、多くの実例が
失われたことも事実であり、江⼾東京たてもの園に移築
保存されているものもある（写真９〜10）5)。近年はレ
トロブームの⽂脈から⼀般書も刊⾏され、平成になって
「リヴァイヴァル」した看板建築もある 6)。	

歴 史 的観点か ら は 、 こ れ ら の 多 く は ⼤正 12 年
（1923）9 ⽉１⽇の関東⼤震災後に建てられた商店建築
で、⼤正 14 年（1925）3 ⽉から昭和 5 年（1930）3 ⽉
まで続いた区画整理の後、バラックと称された仮設⼩屋
を改造して⽣まれたものとされる。このとき、中⼼商店
街は鉄筋コンクリート造に⽣まれ変わり、⼀⽅で周辺の
商店街では、そのための資⾦も技術も不⾜していたた
め、⽊造のまま、ファサードを銅板やタイル等の不燃材
料で被覆したり、モルタルで仕上げたりした。当時流⾏
していたセセッションやアールデコ⾵の意匠もとり⼊
れ、芸術家や⼤⼯らが⼀つひとつ⼯夫を凝らした前衛的
なデザインが⽬を惹いた。	
区画整理では、⼤正 8 年（1919）施⾏の「市街地建築

物法」に準拠して防⽕地区が指定され、道路を拡幅して
新たな街区が整備され、既存の家屋を曳家するなど⼤掛
かりな都市改造が⾏われた。これにより、江⼾から続く
町割りは⼤きく変化し、各⼾の敷地は道路幅に削られ狭
くなったことから、床⾯積を最⼤限確保するため⼆階建
ての上をマンサール屋根 7)とし、⼩屋裏を三階のように
使ったことも看板建築の特徴とされる。また、妻⼊りが
多いのは、間⼝が狭く、奥⾏きが深い敷地で平⼊りにす
ると屋根が⼤きくなり、⻑材が必要となるため、これを
避けたといい 8)、いずれも震災復興期ならではの制約が
その誕⽣の背景にあったことが窺える。 

なお、東京 15 区では、震災を境に⼟蔵造りが減少
し、代わって鉄筋コンクート造が増加した。しかし、圧
倒的多数は依然として⽊造であり、その数が被災２年後
にほぼ回復していることからも 9)、多くの庶⺠にとって
は⽊造のまま不燃化することが喫緊の課題であったこと
がわかる。防⽕のための被覆材料として銅板が多く⽤い
られたのは、当時は安価であったためとされ 10)、「市街
地建築物法」によって防⽕地区内に求められた耐⽕構造
を期限付きで免除する「東京府及神奈川縣ノ市街地建築
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物法適⽤區域内ニ於ケル假設建築物等ニ關スル件（勅令
第 414 号）」、通称バラック令 11)が⼤正 13 年（1924）
から昭和 24 年（1949）まで適⽤されたことにより、銅
板張りが最盛期を迎えたとされる。こうした理由から、
最も新しい銅板張りは昭和 25 年（1950）とあるが 12)、
これが⾼岡に当て嵌まらないことは注意を要する。 

 
３．高岡の銅板張り家屋と「看板建築」との相違点 

藤森⽒によれば、看板建築は震災復興期の東京から、
次第に周辺地域へと波及していった。その分布は関東地
⽅と中部地⽅（北陸、東海、甲信越）に集中しており、
⻄⽇本には⾒られないという。また、北陸に関して⾦沢
と富⼭県伏⽊の例が紹介されているが、同じ富⼭県でも
⾼岡については⾔及がない 13)。 

これに関連して、実際、筆者らが⾼岡で確認した銅板
張りの家屋は、古い裏道や旧街道沿いに並ぶ間⼝の狭い
住宅が殆どで、「看板建築」と呼び得るような店舗兼住
宅（写真１）は、むしろ少数派である。現在までに記録
した 295件 14)は、いずれも⽊造（⼀部は⼟蔵造り）、⼆
階建て、平⼊りの町家建築であり、妻⼊りが⾒られない
ことも、上述した東京の看板建築とは異なる点として特
筆される。 

⾼岡の銅板張り家屋を、建築形式から⾒ると、⼤半は
軒が壁⾯より前⽅に突出した通常の出桁造で、前⾯道路
に対して２階壁⾯が１階壁⾯より後退した旧来の町家型
（写真６）から、２階壁⾯が前⾯道路側に突出し、これ
によって 1 階壁⾯の⽅が奥まって⾒えるもの（写真２、
４、８）、２階壁⾯と１階壁⾯のどちらも前⾯道路側に
突出し、結果的に同⼀⾯となっているもの（写真５、
７）があり、下屋には⽡葺き、銅板葺き、短い銅板庇、
庇なし、などのバラエティがある。年代に関しては、⾦
屋町伝建地区では畠家（写真３）が昭和 23 年（1948）
と最も早い例であり、その他は昭和 30〜40 年代の増改
築に伴うものとされる 15)。筆者らの聞き取りでも、昭和
37 年（1962）に既存の壁に銅板を張ったとの話があ
り、おそらくこの頃が多かったのではないかと推察され
る。なお、出桁造の銅板張りについて、藤森⽒は「出桁
造と看板建築の合いの⼦」16)と称していたが、⾼岡では
むしろこれらが主流であることは、改めて強調すべきで
あろう。 

⾼岡では、屋根よりも壁が勝ち、軒先を隠すようにパ
ラペットを⽴ち上げ、「看板建築」の様相を呈するもの
は、いずれも上記の町家型からの発展形と⾒なされる。
これらは昭和初頭の都市計画街路事業で道路が拡幅また
は新設され、旧来の町割りが⼀部変更されたり、家屋が
⼀部切除されたものに観察される特徴であることから、
道路との関係の変化によって⽣じた形と⾒なされる。⾼
岡では昭和 4年（1929）頃より新たな道路計画が進めら
れ、昭和 9 年（1934）には現在昭和通りと呼ばれる主要
地⽅道⾼岡・氷⾒線の敷設⼯事が着⼯した。 

このように⾼岡の銅板張り家屋は、近世から近代に⾄
る町家の形式的変遷をも物語る。すなわち、1 階前⾯の
下屋庇上に 2階床が張り出して 2階空間が拡張し、さら
に道路境界線の位置まで壁⾯が張り出していくことによ
って半屋外空間が室内化し、結果的に箱型の建物ができ
ていく過程である。⾼さ⽅向に関しても、特に 2 階は次
第に⾼さを増していくため、年代推定の指標にもなる。 

なお、同様の傾向は、東南アジアのショップハウスで
も確認され 17)、半屋外空間の室内化は板ガラスの普及と
も関係が深いようである。⽇本でも⼀般住宅に板ガラス
が⽤いられるのは昭和初期であり、広く普及したのは戦
後になってからであった。今回の調査でも⽊製枠と型板
ガラスを多く確認したが、これらが年代特定の材料とな
り得るか、今後検討したい課題である。 

 
４．建築法規から見た銅板張り家屋 

前項で述べたように、⾼岡の銅板張り家屋は、震災復
興期の東京に端を発する「看板建築」とは必ずしも同じ
建築形式ではなく、歴史的⽂脈も異なっている。では、
これらを建築法規上の防⽕対策として⾒た場合、どのよ
うに位置付けられるだろうか。 
 ⾼岡を含む富⼭県下の明治期における⽕災予防対策に
ついては、初⽥亨・中森勉両⽒による論考に詳しい 18)。
おそらく明治 14 年（1881）「東京防⽕令」の影響を受
けて作成された、明治 20 年（1887）4⽉ 28 ⽇富⼭県令
第 48 号「⽕災豫防ノ爲家屋制限」を発端とし、同年６
⽉９⽇富⼭県令第 70 号「家屋建築規則」、明治 27 年
（1884）10 ⽉ 4⽇富⼭県令第 54 号「建物制限規則」、
明治 31 年（1898）9 ⽉ 30 ⽇富⼭県令第 57 号「市街地
家屋建築規則」、明治 32 年（1899）9 ⽉ 1 ⽇富⼭県令
第 51 号「建物制限規則」19)と順次、改正と更新が重ね
られたことで、明治後期には東京と同じく国道や主要道
路沿いに「防⽕線」として⽡葺き、⼟蔵造りの不燃建築
を連担させる法制度が⾼岡市にも整備されていた。 
 ⾼岡では、冒頭で述べた明治 33 年（1900）の⼤⽕か
らの復興にあたり、「建物制限規則」の指定地区域内で
は耐⽕構造でなければ建築許可がおりず、主要道路沿い
は仮家屋の状態が⻑く続いたという 20)。このことは、⼟
蔵造りが如何に特別で⾼価であったかを⽰唆しており、
同時に多くの庶⺠にとって、⼿の届かない厳しい縛りで
あったことを窺わせる。 

⼤正期になると、⼤正 8 年（1919）4⽉ 5⽇「市街地
建築物法」によって、「⽕災豫防上必要ト認ムルトキハ
防⽕地區ヲ指定シ其ノ地區内ニ於ケル防⽕設備⼜ハ建築
物ノ防⽕構造ニ関シ必要ナル規定ヲ設クルコトヲ得」
（第 13 条）として防⽕地区を定め、都市防⽕政策は線
から⾯へと移⾏する。⼤正 9 年（1920）11 ⽉ 9 ⽇「市
街地建築物法施⾏規則」の防⽕地区に関する条⽂（第４
章）では、これを甲種と⼄種とに分け、各地区内での壁
（第 119及び 126条）、軒、軒蛇腹、屋窓、装飾塔の類
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（第 120及び 127条）、窓及び出⼊⼝（第 121及び 128
条）、屋根（第 122及び 129条）、床、柱及び階段（第
123及び 130条）、界壁（第 124 及び 131条）に必要な
耐⽕構造が⽰された。同規則で「不燃材料」とは、「煉
⽡、⽯、⼈造⽯、「コンクリート」、鉛、「アスファル
ト」、陶磁器ノ類」（第１法第 10 項）のことであり、
また壁の耐⽕構造とは、「厚⼀尺以上ノ煉⽡造⼜ハ⽯
造」、または「厚四⼨以上ノ鐵筋「コンクリート」造」
（同第 13 項）を指す。これらの条⽂を読む限り、銅板
張りは甲種防⽕地区では不可能であり、⼄種防⽕地区で
は「準耐⽕構造」（第 126条）として「其ノ他地⽅⻑官
之ニ準スト認メタルモノ」（第 127条第 3項）に、かろ
うじて可能性があるに過ぎない。 

そこで、富⼭県が定めた施⾏規則を参照すると、⼤正
15年（1926）9 ⽉ 28 ⽇富⼭県令第 152号「市街地建築
物法施⾏規則」、及び同令を廃⽌した昭和 7 年（1932）
7 ⽉ 17 ⽇富⼭県令第 29号「富⼭県市街地建築物法施⾏
規則」がこれに該当する。しかしながら、その条⽂に
も、不燃材料や耐⽕構造として⾦属板（銅板）は⾔及さ
れない。 
 戦後になると、同指定は昭和 23 年（1948）10 ⽉ 27
⽇「臨時防⽕建築規則」を経て、昭和25年（1950）5⽉
24⽇に制定された「建築基準法」が定める防⽕地域に引
き継がれる。⼄種防⽕地区を継承した準防⽕地域の中
で、「準防⽕地域内にある⽊造の建築物は、その外壁及
び軒裏で延焼のおそれのある部分を防⽕構造としなけれ
ばならない」（第 62 条第２項）とあり、「防⽕構造」
とは「鉄網モルタル塗、しつくい塗等の構造で政令で定
める防⽕性能を有するもの」（第 1条第 8項）とあるた
め、やはり⾦属板（銅板）の⾔及は⾒られない。 
 以上から、建築法規から⾒た銅板張り家屋は、⼄種防
⽕地区の準耐⽕構造、あるいは、準防⽕地域の⽊造建築
の防⽕構造として建築可能ではあるものの、不燃材料と
して銅板を⽤いることは、条⽂には明記されず、あくま
で個別の判断に委ねられたものであったことがわかる。
東京や他地域と同じく、⾼岡でも、モルタルやタイル等
による防⽕被覆も認められ、近年では新建材のガルバリ
ウムやサイディングボード等に置き換えられている現状
からも、ある時代に銅板が集中的に⽤いられたことは、
何か特別な理由があったからと考えざるを得ない。 
 
５.歴史商都高岡における銅板張り家屋の建築史的意義 

 上述のように、震災復興期の東京において看板建築に
銅板が⽤いられたのは、それが安価だったから、とされ
る。だが⾼岡の銅板張りが昭和戦後期であるとすれば、
戦中には⾦属供出の対象でもあった銅は贅沢品であった
に相違ない。しかし少なくとも⾼岡市⺠にとって、銅板
は常に⾝近な存在で、板⾦職⼈も多くいたであろう。 

歴史を踏まえれば、⾼岡は伝統的な鋳物産業の町であ
り、その起こりは開町時に遡る。慶⻑ 14 年（1609）に

⾼岡城を築城した前⽥利⻑は、領内から 7 ⼈の鋳物師を
招請し拝領地を与えて保護したが、これが現在も⾦屋町
として残る。利⻑の死後、元和の⼀国⼀城令（1615）に
より⾼岡城が廃城になると、三代利常は武家屋敷跡に町
⼈を集住させて北陸道の付け替えを⾏い、以降、⼩⽮部
川⽔系の港を拠点に物資が集積し、街道沿いに商家が並
ぶ都市基盤が形成されていく。近世の町割りを継承しな
がら、近代化に伴う防⽕対策として⽊造家屋の被覆が求
められたとき、最も⾝近な材料として選ばれたのが銅板
であった。それが関東での流⾏を踏まえたものであった
としても、材料⾯、技術⾯での伝統的基盤が⾼岡にあっ
たことが、これを可能としたといえるだろう。 
 さらに今回、地元の⼈と話す中で、⾼価な銅板で家の
正⾯を覆うことは、ある種のステイタスであっただろ
う、という声も聞かれた。昔の家はお⾦をかけるもの
で、安く済ませようという考えはなかった、というので
ある。同様の話は郷⼟史の⽂脈では語られており 21)、い
わば精神的動機があっただろうことは、特筆に値する。 
 ここで今⼀度、看板建築に⽴ち戻って考えてみたい。
「看板」と呼ばれる平坦なファサードが⽣まれた要因に
ついて、藤森⽒は、「バラック商店が洋⾵をベースにし
ていることを意味する」22)と述べていた。 
 確かに平坦なファサードは、「看板」として使うには
最適だったであろう。しかし、区画整理と建築規制に基
づけば、まずはファサードを平坦にする必要性があり、
これをうまく利⽤したとも考えられる。「市街地建築物
法」では、前⾯道路の幅員に応じた「建築線」が定めら
れ、床⾯積を確保するため建物前⾯は次第にこの線に揃
っていく。震災後の物資不⾜の中、平⼊りであった町家
は⼀棟ごとに妻⼊りでつくり直され、⼆階の⼩屋裏を三
階のように使⽤したというが、⽴ち上がる妻壁の破⾵部
分は被覆するよりも、パラペットで覆った⽅が簡便で、
好都合だったのではないだろうか。 
 もちろん、洋⾵の要素は⾼岡でも確認され、⼭町筋を
中⼼とする⼟蔵造りにも、鋳鉄の柱装飾などに⻄洋の意
匠が織り交ぜられるだけでなく、⼩屋裏にもトラスを⽤
いるなど、積極的な摂取が⾒られる。しかし、銅板張り
家屋に関して⾔えば、昭和通りなど⽬抜き通りには装飾
的なデザインも⾒られるものの、古道沿いにはシンプル
な⼀⽂字張りが並び、いわゆる復興期の看板建築とは趣
を異にする。戦前と戦後とでは当然、時代背景も異なる
が、緑⻘を吹いた⾼岡の銅板からは質の良さも看て取
れ、ステイタスであったという精神性も滲み出る。 
 このように⾼岡の銅板張り家屋は、法規上防⽕構造と
する必要性の産物ではあるものの、伝統的銅産業を誇る
古い商都であったからこそ、近代的防⽕都市へと移⾏す
る過程で⽣み出された歴史の証左であり、その町並みを
特徴づける重要な景観要素でもある。すでに多くが失わ
れ始めている現状にも向き合いつつ、これらを建築史的
に正しく評価し、積極的に保存することが望まれる 23)。 
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６．おわりに 

本稿で述べてきた内容は、次のようにまとめられる。 
i. ⾼岡は近世から続く銅産業を主軸とした商⼯業都

市であり、⼤震災や空襲による被害を免れたこと
から、近世の都市基盤を保持したまま近代的防⽕
都市への移⾏を果たした。 

ii. 昭和初期以降、防⽕地区の指定により⽊造の町家
建築を防⽕構造とする必要性が⽣じたため、伝統
的で⾝近な材料であった銅板で外壁や軒裏を被覆
した、銅板張り家屋が⽣まれた。 

iii. 昭和戦前期から戦後期にかけて、法制度の進展と
新たな都市計画道路の整備により、町家建築形式
が段階的に変化したが、⾼岡に残る銅板張り家屋
はその形式的変遷を伝えている。 

iv. ⾼岡の銅板張り家屋は、関東⼤震災後の東京を発
端とする看板建築とは建築形式も歴史的⽂脈も同
じではなく、むしろ戦後に銅板を⽤いた贅沢な⼿
仕事であり、ある種のステイタスでもあった。 

 なお、建築年代をはじめ、現段階では情報が不⼗分で
不明な点も多いため、今後も調査を継続し、詳細を明ら
かにしていきたい。 
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る。こうした特性も⼿伝って、震災で被災した関東を
中⼼に銅板建築は最盛期を迎える。しかし、戦中戦後
の⾦属不⾜により⾦属板を張る贅沢な銅板建築は滅多
につくられなくなり、1949 年のバラック令の廃⽌とと
もに、ファサードに銅板を張る⽂化は消滅してしまっ
た。」宮下, 前掲書, p. 146 

11) ⼤正 13 年（1924）9 ⽉から市社会局が直営または各区
に委託して管理したバラック（収容バラック）に収容
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内ニ於ケル仮設建築物ニ関スル件」は、地震発⽣から
半年以内に着⼯し、5 年以内に除去するバラック（仮
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バラックから不燃建築へ」千代⽥区⽴⽇⽐⾕図書⽂化
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って銅板建築が終焉したとみてよいだろう」と記す。
宮下, 前掲書, p. 146 

13) 藤森, 前掲書, pp. 198-207。これについて萩野は「関東
⼤震災の復興に関わった⼤⼯や職⼈たちが、地元に戻
って看板建築を⽴てることで、その形式が全国に広が
った」と述べる。萩野, 前掲書, p. 86 

14) 海野卒論及び⾼岡銅板張り建築台帳を参照のこと。 
15) 畠とき⼦家の主屋（南棟）は昭和 23 年（1948）とさ

れる。⾼岡市教育委員会, 上掲書, pp. 94-96。なお、こ
の他の銅板張りについては、⾦森吉治家（昭和 40 年代
の改築時）、新森慎之助家（昭和 36 年の改築時）、内
嶋芳枝家（昭和 41 年の増築時）の報告がある。 

16) 港区⽩⾦台にあった「⼤久保販売所」。藤森は「軒か
ら屋根にかけては出桁造だが、壁⾯は看板建築⾵。こ
うした中間的なものが震災前にあったのかどうかは不
明」と記す。藤森, 前掲書, p. 36 

17) Tan Yeow Wooi, “Façade & Design of Shophouses in 
Southeast Asia and Padang” in National Research 
Institute for Cultural Properties, Tokyo ed., Laporan 
ʻWorkshop mengenai Rehabilitasi Kawasan Padang 
Lama di Provinci Sumatera Baratʼ , 2016, pp. 57-83 

18) 初⽥・中森, 上掲書 
19) いずれも富⼭県公⽂書館所蔵『富⼭県報』より複写。 
20) ⽕災後、すぐに再建された家屋があった⼀⽅で、遅い

ものは⼤正 11 年（1922）の建設であったという。Cf. 
初⽥・中森, 上掲書 

21) ⼭本和代⼦「氷⾒往来」では銅板張りについて次の記
述があり、管⾒の限り、最も銅板張りを詳しく評価し
たものである：「氷⾒往来に沿って、銅板葺きの⻘々
とした⾊彩の家々が続く。⾼岡には、銅板葺の建造物
がとても多く⾒られる。銅板葺は、江⼾時代から神社
仏閣などで、すでに⾒られる⼯法だが、関東⼤震災

後、防⽕建築として全国の⺠家に広く普及した。建物
の道路側を銅板で覆い、⽊造部分に⽕が掛かるのを防
いだのだ。北陸においては、厳しい⾵雪から建物を守
るという意味も⼤きかった。⾼岡は鋳物の本場だけあ
って、板⾦職⼈さんが⾼度な銅板加⼯技術を保有して
いたことも、地元に銅板葺が普及した理由のひとつで
ある。それから、⾼級建材である銅板で店構えを装飾
することは、⾼岡商⼈の憧れであり、スティタスであ
ったし、銅板が⽉⽇とともに変⾊し、飴⾊から深みの
ある緑錆⾊に移っていく様が、銅器の町に⽣まれ育っ
た⼈々の美意識にしっくりと馴染んでいたからなので
あろう。⾼岡は⽇本⼀銅板葺建築が多い町だという⼈
もあるほどだ。特に、成美校下の銅板葺建築群はその
数の多さにおいて圧巻であり、全国的に⾒てもこれほ
ど銅板葺建築が密集している区域はほかにないだろ
う。」千保川を語る会編『⾼岡開町 400 年記念出版 
千保川の記憶』桂書房, 2009 年, p. 329 

22) 藤森, 前掲書, p. 54  
23) 現⾏の建築基準法では、準防⽕地域で 2 階以下の⽊造
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【参考資料】⼤正 9 年（1920）「市街地建築物法施⾏規則」よ
り、本稿に関連する箇所を以下に抜粋した。 

 
第⼀條 

（前略） 
⼗ 不燃材料トハ煉⽡、⽯、⼈造⽯、「コンクリート」、鉛、

「アスファルト」、陶磁器ノ類ヲ謂フ 
⼗三 壁體ノ耐⽕構造トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ謂フ 

イ 厚⼀尺以上ノ煉⽡造⼜ハ⽯造 
ロ 厚四⼨以上ノ鐵筋「コンクリート」造 
鐡⾻造ノ場合ト難壁體ノ厚ハ本號ノイ⼜ハロノ規定ニ依
ル 

⼗四 床⼜ハ屋根ノ耐⽕構造トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ
謂フ 
イ 鐡筋「コンクリート」造 
ロ 鐡⾻ヲ有スル鐡筋「コンクリート」造、煉⽡造⼜ハ

⽯造 
ハ 煉⽡造⼜ハ⽯造 
ニ 最下階ノ床ニ在リテハ⼟間、叩、⽯敷ノ類 

⼗五 柱ノ耐⽕構造トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ謂フ 
イ 煉⽡造⼜ハ「コンクリート」造 
ロ 鐡筋「コンクリート」造 
ハ 鐡柱ニシテ耐⽕的ニ有効ナル被覆ヲ爲シタルモノ 
ニ ⽯造ニシテ地⽅⻑官ノ承認セルモノ 

⼗六 階段ノ耐⽕構造トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ謂フ 
イ 鐡筋「コンクリート」造、煉⽡造⼜ハ⽯造 
ロ 鐡⾻ヲ有スル鐡筋「コンクリート」造、煉⽡造⼜ハ
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⽯造 
ハ 鐡造 

⼗七 甲種防⽕⼾トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ謂フ 
イ 鐡製ニシテ鐡板ノ厚五厘以上ノモノ 
ロ 鐡⾻「コンクリート」造⼜ハ鐡筋「コンクリート」

ニシテ厚⼀⼨⼆分以上ノモノ 
ハ 厚五⼨以上ノ⼟蔵扉 
地⽅⻑官ハ防⽕⼾ノ構造ノ種類ニ依リ適當ト認ムルモノ
ニ対シ前各號ノ規定ニ拘ラス別段ノ定ヲ爲スコトヲ得 

⼗⼋ ⼄種防⽕⼾トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スルモノヲ謂フ 
イ 鐡製ニシテ鐡板ノ厚五厘未満ノモノ 
ロ 鐡⾻「コンクリート」造⼜ハ鐡筋「コンクリート」

ニシテ厚⼀⼨⼆分未満ノモノ 
ハ ⽊造⼜ハ鐡造ニシテ屋外ニ⾯スル部分ヲ厚⼀⼨以上

ノ「モルタル」漆喰⼜ハ適當ナル厚ノ⽯綿壁ノ類
ヲ以テ被覆シタルモノ 

地⽅⻑官ハ防⽕⼾ノ構造ノ種類ニ依リ適當ト認ムルモノ
ニ対シ前各號ノ規定ニ拘ラス別段ノ定ヲ爲スコトヲ得 

（中略） 
   第四章 防⽕地區 

第百⼗⼋條 防⽕地區ハ甲種防⽕地區及⼄種防⽕地區ノ⼆種トス 
第百⼗九條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ハ其ノ外壁ヲ耐⽕構造ト

爲スヘシ 
第百⼆⼗條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ノ軒、軒蛇腹、屋窓、装

飾塔ノ類ハ不燃材料ヲ以テ構成スヘシ 
第百⼆⼗⼀條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ノ窓及出⼊⼝ニシテ左

ノ各號ノ⼀ニ該當スルトキハ甲種防⽕⼾ヲ設クヘシ但シ鐡⾻
網⼊硝⼦造ニシテ其ノ⾯積三⼗平⽅尺以内ノ窓⼜ハ屋根、
床、柱及階段耐⽕構造ナル建物ノ窓ニ在リテハ此ノ限ニ在ラ
ス 
⼀ 其ノ⾯スル道路ノ対側境界線ヨリ六間未満ノ距離ニ在ル

トキ但シ建築線道路境界線ト⼀致セサル場合ニ在リテハ
建築線ヲ以テ道路境界線ト看做ス 

⼆ 隣地境界線⼜ハ隣接建物ニ⾯シ其ノ⽔平距離六、間未満
ナルトキ 

三 隣地境界線⼜ハ隣接建物ヨリノ⽔平距離六間未満ノ位置
ニ在ルトキ但シ窓ノ枠及組⼦鐡造⼜ハ⾦属板ヲ以テ被覆
セルモノハ此ノ限ニ在ラス 

公園、廣場、河、海等ノ空地ニ⾯スル窓ニ付テハ前項ノ規定
ノ適⽤ニ於テ其ノ空地ヲ道路ト看做ス 

第百⼆⼗⼆條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ノ屋根ハ耐⽕構造ト爲
スヘシ但シ厚⼀⼨五分以上ノ不燃材料ヲ以テ構成シタル野地
ヲ有スルトキハ此ノ限ニ在ラス 

第百⼆⼗三條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ニシテ左ノ各號ノ⼀ニ
該當スルモノハ其ノ床、柱及階段ヲ耐⽕構造ト爲スヘシ 
⼀ 建築⾯積⼆百坪以上ニシテ階数⼆以上ノモノ 
⼆ 建築⾯積百坪以上ニシテ階数三以上ノモノ 
三 階数四以上ノモノ 

第百⼆⼗四條 甲種防⽕地區内ニ在ル建物ニシテ道路ニ⾯セサル
モノハ其ノ⾼⼗⼋尺ヲ、軒⾼⼗⼆尺ヲ、建築⾯積⼗⼆坪ヲ超
過セサル場合ニ限リ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ニ間スル規定
ニ依ルコトヲ得但シ地⽅⻑官建物ノ⽤途ニ依リ⽕災豫防上危
険ノ處アリト認ムルモノハ此ノ限ニ在ラス 

第百⼆⼗五條 甲種防⽕地區内ニ在ル壃壁ハ不燃材料ヲ以テ構成

スヘシ 
第百⼆⼗六條 ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ハ其ノ外壁ヲ耐⽕構造

⼜ハ準耐⽕構造ト爲スヘシ 
第百⼆⼗七條 前條ノ準耐⽕構造トハ左ノ各號ノ⼀ニ該當スル構

造ヲ謂フ 
⼀ 鐡⾻造ニシテ外部ヲ⽣⼦板張ト爲シタルモノ 
⼆ 鐡⾻造⼜ハ⽊造ニシテ外部ニ左ノ各號ノ⼀ニ該當スル被

覆ヲ爲シタルモノ 
イ 外⾯ニ⽯、煉⽡⼜ハ⼈造⽯ノ類ヲ⽤井其ノ厚三⼨

以上ノモノ 
ロ ⽡貼ノ上ニ「セメント、モルタル」塗トシ厚合計

⼀⼨⼆分以上ノモノ 
ハ 厚⼀⼨⼆分以ノ「セメント、モルタル」塗⼜ハ

「コンクリート」塗 
ニ 「セメント、モルタル」塗ノ上ニ化粧煉⽡貼トシ

テ厚合計⼀⼨⼆分以上ノモノ 
ホ ⽊⾻⼟蔵造ニシテ塗⼟、漆喰等ノ厚合計三⼨以上

ノモノ 
三 其ノ他地⽅⻑官之ニ準スト認メタルモノ 

第百⼆⼗⼋條 ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ノ軒、軒蛇腹、屋窓、
装飾塔ノ類ハ不燃材料ヲ以テ構成シ⼜ハ被覆スヘシ 

第百⼆⼗九條 ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ノ窓及出⼊⼝ニシテ左 
各號ノ⼀ニ該當スルトキハ甲種防⽕⼾⼜ハ⼄種防⽕⼾ヲ設ク
ヘシ但シ鐡⾻網⼊硝⼦造ニシテ其ノ⾯積四⼗平⽅尺以内ノ窓
⼜ハ屋根、床、柱及階段耐⽕構造ナル建物ノ窓ニ在リテハ此
ノ限ニ在ラス 
⼀ 其ノ⾯スル道路ノ対側境界線ヨリ三間未満ノ距離ニ在ル

トキ但シ建築線道路境界線ト⼀致セサル場合ニ在 テハ
建築線ヲ以テ道路境界線ト看做ス 

⼆ 隣地境界線⼜ハ隣接建物ニ⾯シ其ノ⽔平距離三間未満ナ
ルトキ 

三 隣地境界線⼜ハ隣接建物ヨリノ⽔平距離三間未満ノ位置
ニ在ルトキ但シ窓ノ枠及組⼦鐡造⼜ハ⾦属板ヲ以テ被覆
セルモノハ此ノ限ニ在ラス 

公園、廣場、河、海等ノ空地ニ⾯スル窓ニ付テハ前項ノ規定
ノ適⽤ニ於テ其ノ空地ヲ道路ト看做ス 

第百三⼗條 ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ノ屋根ヲ⾦属板ヲ以テ被
覆スルトキハ其ノ野地ヲ厚⼀⼨以上ノ不燃材料ヲ以テ構成ス
ヘシ 

第百三⼗⼀條 ⼄種防⽕地區内ニ在ル建物ノ界壁ハ防⽕壁ト爲ス
ヘシ 

第百三⼗⼆條 建物防⽕地區ノ境界線外ニ亙ル場合ニ於テハ其ノ
全部ニ対シ防⽕地區内ノ建物ニ間スル規定ヲ適⽤ス但シ其ノ
建物ノ部分ヲ成ス防⽕壁ニシテ防⽕地區外ニ在ルトキハ其ノ
防⽕壁外ノ部分ニ付テハ此ノ限ニ在ラス 

第百三⼗三條 建物甲種防⽕地區及⼄種防⽕地區ニ亙ル場合ニ在
リテハ其ノ全部ニ対シ甲種防⽕地區内ノ建物ニ間スル規定ヲ
適⽤ス但シ其ノ建物ノ部分ヲ成ス防⽕壁ニシテ甲種防⽕地區
外ニ在ルトキハ其ノ防⽕壁外ノ部分ニ付テハ此ノ限ニ在ラス 

第百三⼗四條 前三條ノ防⽕壁ニ付テハ第三⼗條ノ規定ヲ準⽤ス 
第百三⼗五條 地⽅⻑官ハ防⽕地區内ニ在ル建築物ニ関シ本令ノ

規定ノ外⽕災豫防上必要ナル命令ヲ發シ⼜ハ處分ヲ爲スコト
ヲ得 

（後略） 
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写真 3　金屋町の銅板張り家屋 （2023.12 撮影） 写真 4　大町「清風堂」（閉業）（2023.12 撮影）

写真１　昭和通り「天野商店」
（2023.12 撮影）

写真 2　 平米町の銅板張り家屋
　　　　　 　（2023.8 撮影）
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写真 9　江戸東京たてもの園　植村邸（中央）　 （2022.10 撮影） 写真 10　江戸東京たてもの園　花市生花店（右） （2022.10 撮影）

写真 7　川原町の銅板張り家屋（2023.8 撮影） 写真 8　川原本町の銅板張り家屋 （2023.11 撮影）

写真 5　平米町の銅板張り家屋（2023.12 撮影） 写真 6　京町の銅板張り家屋（2023.12 撮影）


